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できた！

　私のおひな様

© 安来市

安来市の人口と世帯数　　　平成28年２月29 日現在

世帯数 ･･･14,166世帯　

人　口 ･･･男19,289人　 女21,006人　 合計40,295人

なねと かげ

「
流
し
び
な
作
り
」



　

１
月
下
旬
に
西
日
本
を
襲
っ
た
記

録
的
な
寒
波
に
よ
り
、
市
内
各
地
で

断
水
が
発
生
し
ま
し
た
。
市
で
は
、

総
力
を
挙
げ
復
旧
作
業
に
あ
た
り
ま

し
た
が
、
復
旧
に
時
間
を
要
し
、
大

変
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ

と
、お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。
ま
た
、

復
旧
、
給
水
作
業
、
安
否
確
認
等
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
、自
衛
隊
、

消
防
団
、
市
内
水
道
業
者
、
自
治
会
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
自
主
防
災

組
織
等
多
く
の
皆
様
に
感
謝
申
し
あ

げ
ま
す
。

　

安
来
市
は
、
昨
年
12
月
に
、
今
後

10
年
間
の
道
し
る
べ
と
な
る
「
第
２

次
安
来
市
総
合
計
画
」
を
新
た
に
策

定
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
人
口
減
少

問
題
を
安
来
市
の
最
重
要
課
題
と
と

ら
え
、
10
月
に
策
定
し
た
「
安
来
市

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」を
重
点
戦
略
と
し
て
位
置
づ
け
、

人
口
対
策
、
地
方
創
生
を
戦
略
的
に

推
進
し
ま
す
。
平
成
28
年
度
は
、
い

よ
い
よ
ま
ち
づ
く
り
の
新
た
な
ス

テ
ー
ジ
が
始
ま
り
ま
す
。
安
来
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
の
取
り
組

み
を
一
層
進
め
、
安
来
市
の
将
来
像

「
人
が
集
い 

未
来
を
拓
く 

も
の
づ

く
り
と
文
化
の
ま
ち
」
の
実
現
に
向

け
、
着
実
に
ま
い
進
し
ま
す
。

 

　
平
成
28
年
度
当
初
予
算
案
概
要
と
財
政
状
況

　
３
月
の
市
議
会
で
近
藤
市
長
が
表
明

し
た
、
市
政
運
営
に
対
す
る
基
本
的
な
考

え
方
や
平
成
28
年
度
主
要
施
策
の
要
旨

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市議会３月定例会

-市長施政方針 -

「
人
が
集
い 

未
来
を
拓ひ

ら
く 

も
の
づ
く
り
と
文
化
の
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、

人
口
対
策
・
地
方
創
生
を
推
進
し
ま
す

市長施政方針
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予
算
編
成
に
つ
い
て
は
、
中
期
財

政
計
画
を
基
本
と
し
、
本
市
の
創
生

を
目
的
と
し
た
「
安
来
市
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
４

つ
の
基
本
目
標
に
即
し
た
事
業
の
推

進
を
は
じ
め
、
総
合
文
化
ホ
ー
ル
建

設
事
業
、
安
来
庁
舎
建
設
事
業
な
ど

を
重
点
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
、
緊

急
性
、
必
要
性
の
高
い
事
業
を
最
優

先
し
て
予
算
措
置
を
行
い
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
地
方
消
費
税
交
付
金

の
伸
び
が
見
込
ま
れ
、
臨
時
財
政
対

策
債
を
含
め
た
一
般
財
源
総
額
は
、

対
前
年
度
比
１
・
６
％
増
の
１
６
２

億
７
０
０
０
万
円
余
り
を
見
込
ん
だ

と
こ
ろ
で
す
。

　

一
方
、
歳
出
に
お
い
て
は
、
人
口

減
少
対
策
を
最
重
要
課
題
と
し
、
不

妊
治
療
費
助
成
や
保
育
料
軽
減
措
置

の
拡
充
な
ど
の
子
育
て
支
援
の
充
実

と
、
住
宅
関
連
助
成
の
拡
充
を
は
じ

め
、
各
種
定
住
支
援
事
業
な
ど
に
重

点
的
に
予
算
配
分
し
、
総
合
文
化

ホ
ー
ル
建
設
事
業
、
安
来
庁
舎
建
設

事
業
に
つ
い
て
は
事
業
の
進
捗
に
伴

う
所
要
額
に
つ
い
て
予
算
措
置
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
の
当
初
予

算
総
額
は
、
合
併
後
最
大
と
な
る
対

前
年
度
比
14
億
３
０
０
０
万
円
増
の

２
９
２
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

　 

保
健
・
医
療
・
福
祉
分
野

●
市
民
の
健
康
づ
く
り
の
推
進

　

平
成
27
年
度
に
策
定
し
ま
し
た

「
健
康
や
す
ぎ
21
（
第
３
次
健
康
増

進
計
画
・
第
２
次
食
育
推
進
計
画
）」

に
基
づ
き
、
健
康
教
育
、
健
康
相
談
、

訪
問
指
導
、
栄
養
相
談
等
、
総
合
的

に
保
健
活
動
を
実
施
し
、
生
活
習
慣

病
予
防
の
普
及
啓
発
に
努
め
る
と
共

に
、
特
定
健
診
や
集
団
が
ん
検
診
の

日
曜
日
の
実
施
や
、
個
別
が
ん
検
診

の
実
施
な
ど
、
受
診
し
や
す
い
体
制

を
整
備
し
、
受
診
率
を
向
上
さ
せ
、

病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
つ

な
げ
ま
す
。

　【
平
成
28
年
度
主
要
施
策
】

●
高
齢
者
福
祉
の
充
実

　

さ
ら
に
増
加
が
見
込
ま
れ
る
認
知

症
高
齢
者
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
を
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
内
に
新
た
に

配
置
し
、
県
が
設
置
し
て
い
る
認
知

症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
や
、
認
知
症

地
域
支
援
推
進
員
、
か
か
り
つ
け
医

等
と
連
携
し
な
が
ら
、
認
知
症
の
早

期
診
断
、
早
期
対
応
に
よ
り
円
滑
に

医
療
や
介
護
に
結
び
つ
け
、
認
知
症

の
人
や
そ
の
家
族
を
包
括
的
、
集
中

的
に
支
援
し
、
で
き
る
限
り
住
み
慣

れ
た
地
域
で
生
活
を
継
続
で
き
る
体

制
づ
く
り
を
構
築
し
ま
す
。

 

　
防
災
・
防
犯
分
野

●
消
防
・
防
災
対
策
の
充
実

　

高
規
格
救
急
自
動
車
の
更
新
に
よ

り
、
増
加
傾
向
に
あ
る
救
急
需
要
に

即
応
し
ま
す
。
ま
た
、
山
間
地
の
地

域
防
災
力
の
向
上
を
目
指
し
、
小
型

 

　
平
成
28
年
度
当
初
予
算
案
概
要
と
財
政
状
況

動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
を
導
入
す
る

と
と
も
に
下
山
佐
消
防
団
拠
点
施
設

の
建
設
を
進
め
ま
す
。

市税

地方交付税

地方消費税交付金国庫支出金地方譲与税

市債

繰入金
その他

歳入

人件費

物件費

扶助費

補助費等

公債費

普通建設事業費

その他

（単位：百万円

うち単独

歳出

▲

▲

ポンプ付積
載車、高規格救
急車などの購入
により防災力の
強化を図ります。

平成28年度当初予算案
(一般会計 )

市長施政方針
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子
育
て
・
教
育
・
文
化
分
野▽

保
育
料
の
軽
減

　
こ
れ
ま
で
４
、５
歳
児
の
第
３
子

を
無
料
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
さ
ら

に
制
度
を
拡
充
し
、
一
定
所
得
以
下

の
世
帯
の
３
歳
未
満
児
の
第
１
子
・

第
２
子
、
３
歳
児
の
第
２
子
の
保
育

料
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、
第
３
子

以
降
に
つ
い
て
は
３
歳
児
ま
で
軽
減

し
、出
生
数
の
増
加
に
つ
な
げ
ま
す
。

▽
認
定
こ
ど
も
園
・
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
拡
充

　

９
箇
所
の
公
立
保
育
所
を
認
定
こ

ど
も
園
に
移
行
し
、
教
育
・
保
育
を

総
合
的
に
提
供
で
き
る
仕
組
み
を
つ

く
る
と
と
も
に
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
質
の
向
上
と
、
安
定
し
て
継
続

的
に
運
営
が
出
来
る
よ
う
事
業
を
進

め
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

▽
小
児
予
防
接
種

　

流
行
性
耳
下
腺
炎
（
お
た
ふ
く
か

ぜ
）
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
を
１
回

無
料
で
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
、
次

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
感
染
症
か

ら
守
り
、
健
や
か
な
育
ち
を
支
え
て

い
き
ま
す
。

▽
就
学
援
助
の
拡
充

　

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が
困
難

な
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
、
必

要
な
援
助
を
行
う
就
学
援
助
事
業

は
、
給
食
費
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

実
費
の
６
割
補
助
だ
っ
た
と
こ
ろ
を

国
の
基
準
額
と
し
、
全
額
助
成
し
ま

●
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

　

中
国
５
県
で
開
催
さ
れ
る

「
平
成
28
年
度
全
国
高
等
学

校
総
合
体
育
大
会
」
の
テ
ニ

ス
種
目
を
松
江
市
と
と
も
に
開
催
し

ま
す
。

　
産
業
・
観
光
・
雇
用
分
野

●
出
産
・
子
育
て
支
援
の
充
実

▽
不
妊
治
療
助
成
の
拡
充

　
少
子
化
・
子
育
て
支
援
の
一
環
と

し
て
、
不
妊
治
療
に
係
る
自
己
負
担

金
の
助
成
を
拡
充
し
、
あ
わ
せ
て
特

定
不
妊
治
療
に
つ
い
て
の
助
成
事
業

を
行
い
ま
す
。

▽
中
学
３
年
生
ま
で
医
療
費
無
料
化

　

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
軽

減
し
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
を
整

え
る
た
め
、
乳
幼
児
等
医
療
費
は
、

こ
れ
ま
で
安
来
市
独
自
の
小
学
校
６

年
生
ま
で
の
無
料
か
ら
、
４
月
か
ら

は
さ
ら
に
対
象
を
拡
充
し
、
中
学
３

年
生
ま
で
の
無
料
化
を
実
施
し
ま

す
。

●
文
化
・
芸
術
活
動
の
推
進

▽
安
来
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル

　

平
成
29
年
９
月
の
開
館
に
向
け
、

指
定
管
理
者
を
選
定
し
準
備
を
進
め

ま
す
。
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
プ
ロ

の
音
楽
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
招
聘
に
よ
る

小
中
学
校
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業
や
、

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
、
さ
ら
に
大
阪

交
響
楽
団
に
よ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

▽
河
井
寬
次
郎
没
後
50
年
記
念
事
業

　

安
来
市
出
身
の
陶
芸
家
・
河
井
寬

次
郎
の
没
後
50
年
を
記
念
し
て
、
そ

の
生
涯
や
業
績
、
ふ
る
さ
と
安
来
と

の
関
わ
り
合
い
に
つ
い
て
、
広
く
紹

介
し
、
地
域
文
化
の
振
興
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

医療費の無料化

平成２７年度

小学６年生まで

平成２８年度

中学３年生まで

●
学
校
教
育
の
充
実

▽
給
食
セ
ン
タ
ー「
ハ
ッ
ピ
ー
ク
ッ
ク
」

　

心
身
の
健
康
を
大
切
に
し
た
教
育

を
推
進
す
る
た
め
、
安
来
幼
稚
園
と

中
学
校
４
校
へ
、
安
全
安
心
で
お
い

し
い
給
食
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

給
食
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
て
食
育

活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

す
。

▽
生
涯
学
習
の
推
進

　
本
市
の
情
報
拠
点
と
し
て
図
書
館

機
能
の
充
実
に
向
け
て
、
ひ
ろ
せ
図

書
室
の
整
備
の
方
向
性
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

全国高校総体

安来はテニス！

▲完成した給食センター
“ハッピークック”。２
年ごとに配食施設を増
やし、平成34年度には
市内すべての幼稚園、
小学校、中学校に配食
を行う予定です。

市長施政方針

広報やすぎ　2016年４月４



　
産
業
・
観
光
・
雇
用
分
野

●
農
林
水
産
業
の
振
興

　

就
農
希
望
者
を
確
保
す
る
た
め
、

受
け
入
れ
集
落
、
農
業
の
師
匠
、
農

地
等
の
条
件
整
備
に
加
え
、「
住
居
」

を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
、
就
農
に
向
け

た
定
住
住
宅
を
農
地
の
近
隣
に
建
設

し
、
多
様
な
担
い
手
の
育
成
・
確
保

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
農
地
・
農
業

用
排
水
路
等
の
長
寿
命
化
の
た
め
の

補
修
・
更
新
、
水
質
・
土
壌
等
の
保

全
活
動
を
行
う
組
織
を
支
援
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
・
後
継
者
対
策
と
併
せ
担
い
手
を

育
成
し
、
農
地
の
大
区
画
ほ
場
整
備

を
図
り
、
大
塚
・
安
田
地
区
の
県
営

ほ
場
整
備
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

●
林
業
の
振
興

　

循
環
型
林
業
を
目
指
し
、
中
山
間

地
域
に
雇
用
の
場
を
創
出
で
き
る
よ

う
、
原
木
搬
出
経
費
に
対
し
て
支
援

し
、
市
産
材
の
増
産
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
中
間
土
場
を
整
備
し
効
率
的

採
・
資
料
館
改
修
等
に
よ
り
、
観
光

案
内
所
と
し
て
の
機
能
を
設
け
、
観

光
客
の
受
入
体
制
を
整
備
し
、
観
光

誘
客
を
推
進
し
ま
す
。ま
た
、ド
ジ
ョ

ウ
を
活
用
し
た
地
産
地
消
型
「
新
・

ご
当
地
グ
ル
メ
」
の
開
発
に
取
り
組

み
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
、
情
報

発
信
を
強
化
し
ま
す
。
さ
ら
に
総
合

文
化
ホ
ー
ル
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け

　
都
市
基
盤
・
生
活
分
野

な
木
材
の
出
荷
体
制
を
整
え
、
バ
イ

オ
マ
ス
材
の
増
産
に
つ
な
げ
ま
す
。

●
工
業
の
振
興

　

企
業
誘
致
を
推
進
す
る
た
め
、
工

業
団
地
の
整
備
計
画
の
策
定
に
向
け

調
査
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
小
規

模
企
業
へ
の
支
援
や
中
山
間
地
域
へ

の
企
業
誘
致
を
促
進
す
る
た
め
、
従

来
の
企
業
立
地
雇
用
促
進
事
業
を
拡

充
し
ま
す
。
中
山
間
地
域
に
あ
る
遊

休
市
有
地
等
を
活
用
し
、
企
業
が
低

コ
ス
ト
で
利
用
で
き
る
貸
工
場
等
を

整
備
す
る
制
度
を
作
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
製
造
業
を
営
む
企
業
が
、
コ
ス

ト
競
争
力
の
向
上
や
技
術
革
新
の

目
的
で
新
た
に
設
備
投
資
を
行
う
場

合
、
雇
用
維
持
を
条
件
に
助
成
す
る
制

度
を
新
設
し
、
県
と
共
に
産
業
の
発
展

と
雇
用
の
安
定
を
図
り
ま
す
。

●
商
業
の
振
興

　

市
内
で
の
創
業
、
第
二
創
業
の
実

現
に
向
け
て
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ペ
ー
ス
事
業
な
ど
を

実
施
し
ま
す
。

●
観
光
の
振
興

　

月
山
富
田
城
跡
が
、
魅
力
あ
る
観

光
地
と
な
る
よ
う
、
園
路
改
修
・
伐

●
道
路
交
通
網
の
充
実

　

切
川
バ
イ
パ
ス
の
早
期
開
通
を
、

精
力
的
に
進
め
ま
す
。
島
根
県
か
ら

は
、
こ
の
道
路
を
重
要
路
線
と
位
置

付
け
、
優
先
的
な
予
算
の
確
保
に
努

め
る
旨
の
回
答
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
早
期
開
通
に
向
け
、
県
へ
の
働

き
か
け
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
覚

悟
を
持
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。
市
道

の
整
備
は
、
国
の
交
付
金
や
有
利
な

起
債
を
活
用
し
、
本
町
御
笠
線
、
安

来
港
飯
島
線
、
山
根
１
号
線
、
杉
谷

線
、
下
ノ
原
２
号
線
、
木
戸
川
東
線

な
ど
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
併
せ
て
、

法
面
の
土
砂
崩
れ
の
防
除
、
橋
梁
等

の
点
検
及
び
修
繕
を
実
施
し
、
交
通

の
安
全
確
保
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

て
、
各
種
大
会
な
ど
、
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
誘
致
の
取
り
組
み
を
視
野
に

入
れ
、
市
内
宿
泊
施
設
で
の
宿
泊
費

を
助
成
し
、
交
流
人
口
の
増
加
を
図

り
ま
す
。

　

外
国
人
観
光
客
を
対
象
と
す
る
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
対
応
や
、
各
種
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
は
、
中
海
・
宍

道
湖
・
大
山
圏
域
で
一
体
と
な
っ
た

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

パッケージ型就
農体制で新規就
農 者 を 育 成 し、
確保します。

●
住
環
境
の
整
備

　

民
間
活
力
に
よ
る
ア
パ
ー
ト
な
ど

の
建
設
の
助
成
や
、
汐
彩
住
宅
の
販

売
促
進
の
た
め
、
９
月
に
住
宅
祭
を

開
催
し
、
人
口
の
流
出
防
止
及
び
定

住
促
進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
木
造

住
宅
の
耐
震
対
策
支
援
を
拡
充
し
、

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
に
伴
う
リ

フ
ォ
ー
ム
も
補
助
対
象
と
し
ま
す
。

　

昨
年
、
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関

す
る
特
別
措
置
法
が
施
行
さ
れ
、
所

有
者
に
対
す
る
行
政
指
導
等
が
明
確

化
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
で
も
倒
壊

な
ど
著
し
く
危
険
性
が
あ
る

木
造
住
宅
や
空
き
家
な
ど
の

除
却
に
対
し
助
成
を
行
い
ま

す
。
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●
公
営
住
宅
等
ス
ト
ッ
ク
総
合
改
善

事
業
（
長
寿
命
化
）

　

順
次
改
善
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
28
年
度
は
27
年
度
に
行
っ
た
実

施
設
計
に
基
づ
き
、
和
田
団
地
外
部

改
修
工
事
を
行
い
、
施
設
の
長
寿
命

化
と
入
居
者
に
対
す
る
安
全
の
確
保

を
行
い
ま
す
。

●
水
道
・
下
水
道
事
業

　
突
発
的
な
災
害
時
に
迅
速
な
給
水

活
動
が
で
き
る
よ
う
、
新
た
に
２
ｔ

給
水
車
を
導
入
し
ま
す
。
ま
た
、
引

き
続
き
今
津
ポ
ン
プ
場
の
改
修
な
ど

の
施
設
整
備
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
平
成
28
年
度
末
の
上
水
道
・
簡

易
水
道
統
合
に
向
け
経
営
の
一
元

化
、
小
規
模
施
設
等
の
再
編
事
業
な

ど
準
備
を
進
め
、
安
定
的
に
安
全
な

水
を
供
給
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま

す
。

　

公
共
下
水
道
及
び
浄
化
槽
整
備
、

農
業
集
落
排
水
施
設
整
備
を
引
き
続

き
行
い
、
公
共
用
水
域
の
水
質
と
水

洗
化
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

●
中
海
ふ
れ
あ
い
公
園
（
仮
称
）

　

平
成
27
年
度
土
地
購
入
お
よ
び
測

量
設
計
を
終
え
、
一
部
工
事
に
着
手

し
た
と
こ
ろ
で
す
。
平
成
30
年
度
の

完
成
に
向
け
、
本
格
的
に
整
備
工
事

を
行
う
予
定
で
す
。

●
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成

　

各
交
流
セ
ン
タ
ー
を「
人
づ
く
り
」

の
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
、
地
域
で

目
指
す
将
来
像
を
共
有
し
、
昨
年
度

に
引
き
続
き
、
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
の
作

成
な
ど
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
を
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
行
政
経
営
の
推
進

　

今
年
よ
り
本
格
ス
タ
ー
ト
し
た
社

会
保
障
・
税
番
号
制
度
の
独
自
利
用

と
し
て
、
９
月
を
目
途
に
全
国
の
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
住
民
票
や
戸

籍
謄
本
な
ど
の
各
種
証
明
書
を
交
付

で
き
る
よ
う
整
備
を
行
い
、
窓
口
の

混
雑
緩
和
と
利
便
性
の
向
上
、
併
せ

て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
向

上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

●
新
安
来
庁
舎
等
の
建
設
事
業

　

庁
舎
棟
の
建
築
工
事
が
始
ま
り
、

平
成
29
年
度
の
完
成
に
向
け
て
進
め

ま
す
。
併
せ
て
市
民
会
館
跡
地
に
計

画
し
て
い
る
防
災
公
園
事
業
の
整
備

も
進
め
ま
す
。

●
定
住
推
進
事
業

　
「
定
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
で
、

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
移
住
希

望
者
に
対
し
、
住
ま
い
・
仕
事
・
生

活
の
相
談
か
ら
支
援
、
ア
フ
タ
ー

フ
ォ
ロ
ー
ま
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行

う
体
制
を
充
実
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、

住
宅
に
関
す
る
助
成
事
業
制
度
を
整

理
し
た
う
え
で
、
住
宅
取
得
助
成

１
０
０
万
円
を
基
本
と
し
て
、
Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
者
、
三
世
代
世
帯
、
子
育
て

世
帯
、
地
域
木
材
使
用
な
ど
に
加
算

す
る
方
式
の
助
成
制
度
を
新
設
し
、

若
い
世
代
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
と
市
民
の

市
内
定
住
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
自
然
・
環
境
保
全
分
野

●
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画

　

平
成
28
年
度
が
計
画
目
標
年
度
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
29
年
度
か
ら

10
年
間
の
計
画
を
新
た
に
策
定
し
、

市
民
、事
業
者
、行
政
が
一
体
と
な
っ

て
、
循
環
型
社
会
の
形
成
に
向
け
た

ご
み
の
減
量
化
、
資
源
化
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

●
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進　

　

本
市
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き

太
陽
光
発
電
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

等
の
設
置
に
対
し
て
助
成
し
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
と
温
室
効

果
ガ
ス
の
削
減
を
行
い
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
産
地
消
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　
参
画
・
協
働
・
行
財
政
分
野
　

　

諸
施
策
を
確
実
に
実
行
し
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
た
安
来
市
の
更
な

る
発
展
の
た
め
、
力
強
く
ま
い
進
す
る
所
存
で
す
。

　

今
回
提
案
す
る
案
件
は
、
議
決
案
件
57
件
、
諮
問
案
件
１
件
で
す
。

　
　
　
■
問
い
合
わ
せ
…
定
住
企
画
課
℡
23
‐
３
０
６
０

住宅取得に最大160
万円補助します

▲１月の断水時に活躍した自
衛隊の給水車。市では新た
な給水車を配備して不測の
事態に備えます。

市長施政方針
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最近の主な動きを

お伝えします市政トピックス
　

交
流
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
り
取

り
組
ん
で
い
る
「
が
ん
ば
る
地
域
お

こ
し
支
援
事
業
」
の
実
践
発
表
研
修

会
が
2
月
19
日
、
広
瀬
中
央
交
流
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
地
域
住
民
と
共
に

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
学
習
・
実

践
活
動
を
行
う
も
の
。「
地
域
ビ
ジ
ョ

ン
（
地
域
全
体
で
目
指
す
将
来
像
）

作
成
支
援
事
業
」を
行
っ
た
５
館（
広

瀬
・
比
田
・
東
比
田
・
西
谷
・
母
里
）

　

２
月
21
日
、
地
域
防
災
力
の
向
上

の
た
め
、
安
来
市
防
災
研
修
を
島
根

県
と
共
同
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

広
瀬
中
央
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
た
研
修
で
は
、
ま
ず
、
地
域
の
防

災
を
支
援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ぼ
う
ぼ

う
ネ
ッ
ト
の
事
務
局
長
・
山
﨑
隆
弘

氏
が
講
演
。
山
﨑
氏
は
、「
近
年
頻

発
す
る
災
害
に
、
行
政
の
指
示
待
ち

で
は
な
く
、
自
ら
迅
速
に
行
動
す
る

た
め
日
頃
か
ら
各
種
災
害
に
対
す
る

避
難
を
想
定
す
る
こ
と
が
重
要
だ
」

と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
防

災
に
つ
い
て
、「
災
害
時
は
、
単
一

の
自
治
会
な
ど
平
時
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
組
織
が
防
災
組
織
に
変
身
す

る
、
本
当
に
動
け
る
防
災
組
織
の
構

築
が
必
要
だ
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

講
演
後
は
、
山
﨑
氏
の
進
行
の
も

と
、
洪
水
や
土
砂
災
害
を
想
定
し
た

図
上
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者

ら
は
各
地
区
に
分
か
れ
て
、
地
域
の

特
徴
や
課
題
を
地
図
か
ら
読
み
取

り
、「
山
が
崩
れ
た
と
き
に
孤
立
す

る
」「
川
の
氾
ら
ん
が
起
き
や
す
い

場
所
」
な
ど
と
話
し
な
が
ら
、
災
害

が
起
こ
り
得
る
ポ
イ
ン
ト
を
予
想
。

地
図
上
に
避
難
経
路
や
避
難
所
な
ど

を
書
き
込
み
、ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ（
安

来
市
防
災
マ
ッ
プ
）
に
記
さ
れ
て
い

る
危
険
箇
所
や
要
支
援
施
設
と
の
照

合
や
検
証
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
佐
伯
浩
二
さ
ん
（
広
瀬

町
上
山
佐
）
は
「
山
佐
は
山
に
囲
ま

れ
、
改
め
て
危
険
箇
所
が
多
い
と
感

じ
た
。
想
定
し
た
こ
と
を
地
域
に
も

伝
え
、
災
害
時
に
は
迅
速
に
行
動
し

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

と
「
地
域
力
醸
成
企
画
提
案
事
業
」

の
５
館
（
島
田
・
荒
島
・
下
山
佐
・

奥
田
原
・
井
尻
）
が
２
会
場
に
分
か

れ
発
表
し
ま
し
た
。

　
「
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
作
成
支
援
事
業
」

の
会
場
で
は
、
各
交
流
セ
ン
タ
ー
が

事
業
概
要
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

東
比
田
交
流
セ
ン
タ
ー
の
田
邉
裕
子

主
事
は
、
比
田
・
東
比
田
両
交
流
セ

ン
タ
ー
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
だ
事

例
を
発
表
。
ビ
ジ
ョ
ン
作
り
に
あ
た

り
、
住
民
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

な
ど
で
「
い
き
い
き
比
田
の
里
活
性

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
組
織
し
、
会

議
や
視
察
、
ア
ン
ケ
ー
ト
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
作
り
を
き
っ
か
け
に
、

将
来
に
わ
た
り
比
田
地
区
が
存
続
す

る
仕
組
み
作
り
の
足
が
か
り
と
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財
団

の
藤
原
義
光
理
事
長
に
よ
る
「
住
民

総
参
加
に
よ
る
地
域
づ
く
り
」
と
題

し
た
講
演
会
な
ど
も
あ
り
、
参
加
し

た
約
１
６
０
人

は
、
熱
心
に
聴

講
し
て
い
ま
し

た
。

　

今
回
の
図
上
訓
練
は
、
伯

太
（
２
月
28
日
）・
安
来
（
３

月
６
日
）
で
も
開
催
さ
れ
延

べ
89
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

広報やすぎ　2016年４月

がんばる地域おこし支援事業
交流センターが実践発表

７

地域防災力強化
地図上で災害想定

▲比田地区の取
り組みを発表
する田邉主事。

▲講演する藤原
理事長。

▶研修を進行し
た山﨑氏。
▼地図上に避難
経路などを記
す参加者ら。



祝日にごみの収集を行います

　平成 27年度までは、収集日と祝日が重
なった場合に、収集日の一部を平日に変更
していましたが、平成 28年度からは祝日
でも変更せずに収集を行います。（ただし、
年始については、現行通りお休みとさせて
いただきます）
　ごみ収集日は、各地区のごみ収集カレン
ダーで確認し、現行どおりに収集日の午前
８時までに、決められた場所に出してくだ
さい。収集カレンダーは先月号の広報紙と
一緒に配付しています。

ごみ収集指定袋が１０枚入りになります

　安来市のごみ収集指定袋は、平成 16年に合併して
から「20枚入り」を１梱

こんぽう

包にして販売していますが、
「20枚入りは枚数が多いし、重い」「近隣の自治体は
10 枚入りがほとんどで、20 枚入りは割高感がある」
など市民の皆さんからのご意見にお応えし、平成 28
年４月から全種類を「10枚入り」に変更して販売す
ることにしました。
　※ごみ袋は変わっていませんので、自宅にお持ち
　　の袋も変わらずにご使用いただけます。
　※ごみ袋１枚あたりの単価も変わりません。

取り残しシールが変わります

　ごみ収集の際、分別が違ったり、収集日が違って出された
りした際に、ごみを出した人に対して正しい出し方を知って
もらうために、「取り残しシール」をごみ袋などに貼付して
います。
　平成 28年度からこのシールを変更します。今までのシー
ルは白色でしたが、黄色のものに随時変えることとしました
ので、お知らせします。

■問い合わせ　環境政策課℡ 23-3100

ご
み
収
集
を
一
部
変
更
し
ま
す

も配付していますの
で、利用してくださ
い。カレンダーと早
見表は、ホームペー
ジにも掲載していま
す。

ごみの分け方早見表を
お使いください

　カレンダーとあわせて、分別の手
引きを抜粋したごみの分け方早見表

4 月から

広報やすぎ　2016年４月

新しい取り残しシール

▶早見表は、ごみの分
け方がわかりやすく記
載してあります。 （早見表の抜粋）

８



 や
す

ぎの春

祭
り

◆
尼
子
の
里
富
田
の
ひ
な
流
し

日
時　
４
月
３
日
㈰
13
時
～

家
々
に
飾
ら
れ
た
お
ひ
な
さ
ま
が

　
　
　
　
　
　
　
　
み
な
さ
ん
を
お
迎
え
し
ま
す
。

ひなまつり
シャトルバス
４月３日㈰のみ

　安来駅と各会場を
結ぶ無料シャトルバ
スを運行します。

４月10日㈰ 10 時～ 16 時

　
お
糸
ま
つ
り

（
安
来
節
演
芸
館
）

　
安
来
節
初
代
家
元
・

渡
部
お
糸
を
し
の
び
、

追
善
供
養
と
安
来
節
披
露
。

▽
４
月
10
日
㈰
10
時
30
分
～

　
安
来
公
園
桜
ま
つ
り（
安
来
公
園
）

　
４
５
０
本
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
開

花
。
安
来
節
の
公
演
も
行
わ
れ
ま
す
。

▽
安
来
節
公
演
…
４
月
２
日
㈯
～
４

月
10
日
㈰
平
日
19
時
～
（
土
日
は

13
・
15
・
19
時
）
最
終
日
18
時
～　

▽
ボ
ン
ボ
リ
点
灯
期
間
…
３
月
25
日

㈮
～
４
月
12
日
㈫
18
時
～
22
時

▽
子
ど
も
安
来
節
公
演･･･
４
月
９

　
ひ
ろ
せ
桜
ま
つ
り

　
飯
梨
川
沿
い
で
ボ
ン
ボ
リ
を
点

灯
。
４
月
10
日
㈰
は
三
日
月
公
園
で

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
観
覧
無
料
。

▽
ボ
ン
ボ
リ
点
灯
期
間
３
月
28
日
㈪

～
４
月
15
日
㈮
18
時
～
23
時　
▽
お

花
見
は
太
鼓
壇
か
ら
広
瀬
絣
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
三
日
月
公
園
周
辺

　
問
観
光
協
会
広
瀬
支
部

　
　

℡
32-

３
３
５
７

ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

　

問
伯
太
地
域
セ
ン
タ
ー 

℡
23-

３
３
０
０

     

城
下
町
母
里
の
お
ひ
な
ま
つ
り

　
旧
奥
野
邸
・
後
藤
邸
・
山
本
邸
な
ど
を
は
じ

め
、歴
史
あ
る
旧
道
沿
い
を
彩
る
お
ひ
な
さ
ま
。

は
く
た
文
化
学
習
館
に
も
展
示
し
ま
す
。

稚
児
・
武
者
行
列
が
ま
ち
を
歩
く
時
代
行
列
は
３
日
㈰

11
時
か
ら
。
終
了
後
は
ひ
な
流
し
も
行
い
ま
す
。

　

問
母
里
交
流
セ
ン
タ
ー 

℡
37-

０
２
２
５

      

白
椿
の
里
の
お
ひ
な
ま
つ
り

　

布
部
本
町
通
り
の
家
々
と
、
布
部
交
流
セ
ン

タ
ー
、
加
納
美
術
館
に
お
ひ
な
さ
ま
が
飾
ら
れ

ま
す
。
３
日
㈰
14
時
か
ら
は
子
ど
も
み
こ
し
が

本
町
通
り
を
歩
き
ま
す
。

　

問
布
部
交
流
セ
ン
タ
ー 

℡
36-

０
０
０
１

４月１日㈮～３日㈰ 10時～16時
　
富
田
橋
下
流
の
河
川
敷
で
流
し
び
な
が
行
わ

れ
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

問
観
光
協
会
広
瀬
支
部 

℡
32-

３
３
５
７

流
セ
ン
タ
ー
、
旧
秦
邸
、
吉
田
酒
造
、
絣
セ
ン
タ
ー
な
ど
。

内
容　
▽
武
者
行
列
（
３
日
10
時
30
分
～
）、
▽
手
作
り
鎧よ

ろ
い

兜か
ぶ
と

の
作
品
展
示
（
２
・
３
日
・
鎧よ

ろ
い
か
ぶ
と兜

の
館
）　
▽
人
形
・
古

札
供
養（
３
日・絣
セ
ン
タ
ー
）　
▽
藍
染
め
体
験（
３

月
17
日
㈭
～
４
月
12
日
㈫
・
絣
セ
ン
タ
ー
）。

やすぎのひなめぐり

問
安
来
節
保
存
会 

℡
28-

９
９
８
８

日
㈯
13
時
～　

▽
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｚ
Ｏ
ラ
イ
ブ･･･

４
月
９
日
㈯
15
時
～

　
問
安
来
市
観
光
協
会

　
　

℡
23-

７
６
６
７

　
約
１
０
０
戸
の
軒
先
に
豪
華
な
ひ
な
人
形
を
展
示
し
ま
す
。

主
会
場　
広
瀬
町
民
会
館
（
兼
総
合
案
内
所
）、
広
瀬
中
央
交

第
2 8
回

　
約
60
万
本
、
１
０
０
種
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
咲
き
誇
り
ま
す
。

内
容　
▽
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
（
島
根
県
警
察
音
楽
隊
、
伯
太
太

鼓
、
抽
選
会
、
沖
縄
音
楽
演
奏
の
や
ま
ん
ち
ゅ
な
ど
）　
▽
テ
ン

ト
村（
地
元
の
特
産
品
販
売
や
飲
食
コ
ー
ナ
ー
）　
▽
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
ウ
オ
ー
ク
（
受
付
９
時
45
分
～
10
時
15
分
）

※
車
で
お
越
し
の
際
は
、
臨
時
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。各
臨
時
駐
車
場・Ｊ
Ｒ
安
来
駅
か
ら
は
無
料
シ
ャ

（
市
役
所
伯
太
庁
舎
周
辺
）　
　

      

尼
子
の
里
の
お
ひ
な
ま
つ
り
（
広
瀬
地
区
）

　
各
地
の
春
ま
つ
り
も
続
々
開
催
　
※
い
ず
れ
も
観
覧
無
料

広報やすぎ　2016年４月 ９



　
公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ
り
、
選
挙
権
年
齢
が
こ
れ
ま
で

の
「
満
20
歳
以
上
」
か
ら
「
満
18
歳
以
上
」
に
引
き
下
げ
ら

れ
ま
す
。
６
月
19
日
以
降
に
行
わ
れ
る
参
議
院
議
員
選
挙
か

ら
適
用
さ
れ
る
見
込
み
で
、
18
歳
・
19
歳
の
人
も
選
挙
に
参

加
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

30

40

50

60

70

80

90

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

全体

衆議院議員総選挙の年代別投票率（％）

S.42  S.44　　　　          S.55　　　　　　　　  H.8　　　　　 　　　　H.24 H.26
31　　　　　　　　　36　　　　　　　　　  41　　　　　　　　　   46　47

年
回

32.6

42.1

50.0
52.7
59.5

60.1
68.3

32

　

日
本
は
少
子
高
齢
化
、
人
口
減

少
社
会
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
の
状

況
で
、
日
本
の
未
来
を
担
う
存
在
で

あ
る
10
代
に
も
、
よ
り
政
治
に
参
画

し
て
も
ら
い
、
若
者
の
意
見
が
国
や

地
方
の
政
治
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
に

選
挙
権
年
齢
が
満
18
歳
に
引
き
下

げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
安
来

市
で
は
約
５
０
０
人
、
全
国
で
は
約

２
４
０
万
人
の
有
権
者
が
増
え
ま
す
。

　
若
者
の
低
投
票
率

　
総
務
省
の
発
表
し
て
い
る
、
平
成

26
年
12
月
に
行
わ
れ
た
第
47
回
衆
議

院
議
員
総
選
挙
の
投
票
率
を
年
代
別

に
見
る
と
、
60
歳
代
68
・
３
％
に
対

し
、
30
歳
代
42
・
１
％
、
20
歳
代

32
・
６
％
と
、
20
～
30
歳
代
の
投
票

率
は
他
の
世
代
よ
り
も
低
く
、
特
に

20
歳
代
は
平
均
52
・
７
％
よ
り
も
20 

ポ
イ
ン
ト
以
上
も
低
い
水
準
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
傾
向
は

近
年
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
衆

　
私
た
ち
は
だ
れ
も
が
安
心
で
快
適

な
生
活
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
み
ん
な
で
お
金
＝

「
税
金
」
を
出
し
合
い
、
選
挙
で
選

ば
れ
た
代
表
者
が
そ
の
使
い
道
を
決

め
て
い
ま
す
。
若
者
の
投
票
率
が
低

い
と
、
若
者
の
声
が
政
治
に
届
き
に

く
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
選
挙
は

私
た
ち
の
意
思
を
政
治
に
反
映
さ
せ

る
重
要
な
機
会
で
す
。
み
ん
な
で
投

票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

20
歳
未
満
の
み
な
さ
ん
へ

　

選
挙
権
が
「
満
18
歳
」
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す

－ 私たちにも選挙権 －

安来高校 2 年生の皆さん

　
投
票
は
意
思
表
示

議
院
選
挙
に
お

い
て
は
、
第
32

回（
昭
和
44
年
）

か
ら
20
代
の
投

票
率
は
極
端
に

低
く
、
こ
の
こ

と
か
ら
若
者
の

投
票
率
、
政
治

参
画
意
識
の
向

上
が
課
題
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　次の参議院選挙から
有権者になる高橋昴大
さん（安来高校２年生）
にお話しを聞きました。
　まだ有権者になる実感がないとい
うのが正直な感想です。ただ、貴重
な権利を棄権することなく投票には
必ず行く予定です。投票は自分の考
えや意見を持つことが必要です。政
治に関心を持ち、候補者の“公約”
の違いを勉強して、自らが納得のい
く一票を投じたいと思っています。

高校生にインタビュー

広報やすぎ　2016年４月10



　
有
権
者
（
満
18
歳
以
上
）
に
な
る
と
、
公
示
・
告
示
日

か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
は
選
挙
運
動
が
認
め
ら
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
公
平
を
保
つ
た
め
一
定
の
ル
ー
ル
が
設
け

ら
れ
て
お
り
、
違
反
す
る
と
法
律
で
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

有権者（18歳以上）が
できる選挙運動の例

●友人・知人に直接、投票や応援を
依頼する（ただし、戸別訪問は禁
止）。

●電話を使って、投票や応援を依頼
する。

●選挙運動メッセージをＳＮＳ（フェ
イスブック、ツイッターなど）で
広める。

 

引
っ
越
し
を
す
る
人
・
し
た
人
は

　

 

住
民
票
を
移
し
ま
し
ょ
う　

　
選
挙
で
投
票
す
る
に
は
選
挙
権
が

あ
る
こ
と
と
、
住
民
票
の
あ
る
市
区

町
村
で
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
進
学
、
就

職
で
引
っ
越
す
際
に
は
、
住
民
票
を

忘
れ
ず
に
異
動
し
ま
し
ょ
う
。

●
今
年
の
春
に
引
っ
越
し
を
す
る
人 

は
注
意
が
必
要
で
す

　
投
票
す
る
場
所
は
、
原
則
住
民
票

の
あ
る
市
区
町
村
で
す
。
し
か
し
、

今
年
の
春
に
引
っ
越
し
を
す
る
場

合
、
転
入
届
を
出
し
た
日
か
ら
公
示

日
前
日
ま
で
に
３
カ
月
以
上
経
過
し

な
け
れ
ば
、
新
住
所
地
で
投
票
が
で

き
ま
せ
ん
。

　
今
回
、
法
律
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
新
住
所
地
で
投
票
が
で
き

な
い
場
合
、
今
年
の
春
に
引
っ
越
し

て
も
、
旧
住
所
地
に
３
カ
月
以
上
住

ん
で
い
れ
ば
、
旧
住
所
地
で
投
票
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
投
票
日
に
旧
住
所
地
に
行
く
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
は
、
新
住
所
地
で

投
票
で
き
る
不
在
者
投
票
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
旧
住
所
地
の
選
挙
管

理
委
員
会
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

公
示
（
告
示
）
日
（
選
挙
に
よ
り
５
日
～
17
日
前
）

　
投
票
日
を
正
式
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
を
公
示
・
告

示
と
い
い
ま
す
。
衆
議
院
・
参
議
院
の
選
挙
は「
公
示
」、

そ
れ
以
外
の
選
挙
は
「
告
示
」
と
な
り
ま
す
。

・
候
補
者
は
「
立
候
補
の
届
出
」
を
受
理
さ
れ
て
か
ら
、

選
挙
運
動
が
で
き
ま
す
。

・
投
票
日
・
投
票
時
間
な
ど
を
記
載
し
た
入
場
券
が
有

権
者
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

公
示
（
告
示
）
日
の
翌
日
か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で

　
投
票
日
に
、投
票
所
へ
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、

期
日
前
投
票
や
不
在
者
投
票
な
ど
自
分
の
状
況
に
応
じ

て
投
票
方
法
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
期
日
前
投
票
…
用
事
な
ど
で
投
票
日
に
投
票
で
き
な

　
い
人
が
投
票
日
よ
り
前
に
投
票
で
き
る
制
度
。

▽
不
在
者
投
票
…
選
挙
期
間
中
に
名
簿
登
録
地
以
外
に

　
滞
在
し
て
い
る
人
や
、
病
院
な
ど
に
入
っ
て
い
る
人

　
が
、
滞
在
先
や
施
設
な
ど
で
投
票
で
き
る
制
度
。

　

投
票
日
（
選
挙
期
日
）

　
投
票
は
決
ま
っ
た
投
票
所
で
投
票
し
な
く
て
は
い
け

ま
せ
ん
。投
票
時
間
は
投
票
所
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

開
票
は
そ
の
日
の
う
ち
に
行
わ
れ
ま
す
。

◀ 17歳以下の人は一切の
選挙運動はできません。

　
選
挙
が
ど
の
よ
う
に
行

わ
れ
て
い
る
か
、
大
ま
か

な
流
れ
を
見
て
み
ま
し
ょ

う
。

■
問
い
合
わ
せ　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
℡
23-

３
１
３
５

 

※
詳
細
は
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

● 自 分 で 選 挙 運 動
メ ッ セ ー ジ を
ネ ッ ト 上 の 掲 示
板 や ブ ロ グ な ど
に書き込む。

● 選 挙 運 動 の 様 子
を 動 画 サ イ ト な
どに投稿する。

やってはいけない選挙運動の例

※１･･･ 候補者や政党  
　等ならばできます。
※２･･･ 特に高価でも
　なく通常用いられて
　いる程度のお茶菓子
　は除く。

選 挙
運 動

選 挙

流 れ

●電子メールを使った選挙運動（※１）
●満18歳未満の選挙運動
●戸別訪問　
●飲食物の提供（※２）　
●署名運動　●買収　　
●公示・告示日の立候補の届出より前に
　選挙運動を行うことはできません。

の

広報やすぎ　2016年４月 11



たうん

とぴっくす
身近な町の話題や
　　　　　出来事を紹介します

伯太チューリップが景観賞を受賞
　毎年多くの人の目を楽しませている伯太地域の
チューリップ。伯太チューリップが第23回しまね景
観賞の奨励賞（まち・みどり・活動部門）を受賞し、
市観光協会伯太支部の藤原敏孝支部長が２月18日に
近藤市長を訪れ受賞を報告しました。
　伯太地域は県内で代表的なチューリップの栽培地。
春を彩る華麗な風景が、多くの人の心を和ませている
ことなどが受賞につながりました。藤原支部長は、「ま
ずはチューリップの耕作者の皆さんに感謝したい。多
くの団体などの協力で開催しているチューリップ祭を
末永く続くイベントに育て、次世代につ
なげていきたい」と話しました。

▲毎年４月上旬から中旬にかけて色とりどりの約60
万本の花が咲き誇る伯太地域のチューリップ。今
年は４月10日にチューリップ祭が開催されます。

　大正から昭和にかけて活躍した安来出身の偉大な陶
芸家・河井寬次郎が手掛けた器で、お茶を楽しむ会が
３月６日、旧天界酒造の和室で開かれました。
　この催しは、安来商工会議所青年部が市民に安来の
偉人に親しんでもらおうと企画。京都の河井寬次郎記
念館から、寬次郎の孫である鷺

さぎ

珠江さんを招いて開催
されました。鷺さんは「寬次郎は日常的にお茶をよく
した。形式にこだわらない安来流でもてなし、交流を
していた」と紹介。参加者は、鷺さんのお話を聞きな
がら気に入った寬次郎の器を楽しみ、ゆったりとお茶
を味わっていました。
　参加した荒島町の金元朱美さんは「始めて寬次郎さ
んのお茶碗を使った。優しい人柄が手から伝わってき
た」と感激した様子で話していました。

次郎の器を楽しむ

▲鷺珠江さん（右）の説明を聞きながら、寛次郎
の器を選ぶ参加者。
※平成28年秋頃に市内で河井寛次郎没後50年記
念事業が予定されています。

広報やすぎ　2016年４月12



秘書課　℡ 23-3010

あんなこと、こんなこと
　地域の話題をお届けします。
皆さまからの情報も、
　　　　お待ちしています。

●生産者といちご女子会がバレンタイン交流
　イチゴ生産者とイチゴを通じて、市のＰＲ活動などを
行うやすぎいちご女子会による「いちごのご縁に感謝の
バレンタイン＆いち合コン」と題したイベントが２月
10日、道の駅あらエッサで開催されました。
　イチゴの出荷が本格化する中、生産者と女子会が交流
し、ＰＲ活動に役立てることなどを目的に市観光協会が
開催。生産者代表と女子会など約20人が参加し、生産
者の皆さんにイチゴスイーツがプレゼントされたほか、
意見交換などが行われました。イチゴ生産者で組織する
やすぎ苺部会の遠藤孝部会長は、「やすぎいちご女子会
のＰＲのおかげで、安来産イチゴの出荷が県外にも広
がっている」と話しました。

安来の完熟イチゴを召し上がれ
　県内最大のイチゴ産地である安来で、ブランド「や
すぎのいちご」関連のイベントが開かれました。
●やすぎのいちご祭り　
　出荷の最盛期を迎える「やすぎのいちご」の魅力を
広く知ってもらおうと、道の駅あらエッサで「やすぎ
のいちご祭り」が３月６日に開催されました。
　やすぎのいちごは、熟れてから摘み取りをするため
糖度が高いのが特徴。今年は暖冬の影響で、粒の大き
さが懸念されましたが、１・２月の気温の低下により
例年通りの大きなイチゴが数多く店頭に並びました。
オープンと同時に多くの人が詰めかけ、イチゴを手に
取ると大きさや色を見比べて、次々とカゴに入れる姿
が見られました。また、会場ではイチゴのクイズやイ
チゴを使ったスイーツ販売などもあり、家族連れなど
が列を作りにぎわっていました。
　松江市から来た清田千智さんは「やすぎのいちごは
甘くて粒が大きい。家族や贈答用にも購入したい」と
話していました。

▲やすぎいちご女子会から生産者の皆さんに、
イチゴスイーツのほか、水玉・イチゴ模様な
ど５種類の腕抜き80枚が贈られました。

（上）イチゴを選ぶ来場者。（右下・左下）チョコレー
トタワーは大人気。約300人が行列。

広報やすぎ　2016年４月 13



ファーム宇賀荘・環境保全で最優秀賞
　農林水産省中国四国農政局が、環境の保全活動を通じ地
域社会発展に貢献している農業者等を表彰する「多面的機
能発揮促進事業　中国四国農政局長表彰最優秀賞」を農事
組合法人ファーム宇賀荘が授賞しました。
　同ファームは、宇賀荘地区の13の集落と338戸からな
り、189㌶の大規模営農を展開する集落営農法人で、設立
当初から環境保全型農業に取り組んできました。無農薬栽
培による米の栽培や、多様な生態系の保全などの活動が評
価されました。また、冬季の雑草対策として水を張った水
田にはコハクチョウたちが集い、安来の冬の風物詩として
多くの観光客を引き付けています。
　河津幸榮組合長は「環境を守り、消費者に安心・安全な
ものを届けたい思いで続けてきた。今後も継続して行きた
い」と抱負を語りました。

▲２月18日、近藤市長（右）に受賞を報告し
たファーム宇賀荘の河津幸榮組合長（中）と
岡田一夫副組合長（左）。

▲宮沢賢治の詩「雨にも負けず」を出雲弁で
朗読する出雲べ弁子さん（左から２人目）。
写真左は神館長。

　安来市加納美術館別館の莞
かん
蕾
らい
館で「美しい方言の世界」

と題した催しが３月６日に行われ、市内外から約40人が
参加しました。
　方言を話す人が少なくなる中、方言の美しさを改めて感
じてもらおうと美術館が開催。出雲弁愛好家の出雲べ弁子
さんが、出雲地方の昔話を独特の語り口で朗読。また、青
森県出身の神英雄館長は、南部弁で一人芝居を披露しまし
た。出雲べ弁子さんと神館長とのかけ合いでは、出雲弁と
南部弁が飛び交い、会場は笑いや拍手に包まれていました。
神館長は、「この地域に住んでよかったと思っ
てもらえるよう、今後もふるさとの魅力を伝
えていきたい」と話しました。

方言の魅力を体感

　日本プロバスケットボールリーグ（ｂｊリーグ）の公式
戦が２月28日に安来市民体育館で開催され、1240人が会
場に詰めかけました。
　対戦したのは、西地区で２位の島根スサノオマジック
と同11位の大分・愛媛ヒートデビルズ。第１クォーター
では大分にリードを許しましたが、97対86でスサノオマ
ジックが勝ち、ホームゲームで連勝しました。
　家族で試合を観戦した中村駿太さん（中学１年・米子市）
は「プロ選手の動きをしっかり見て勉強したい」と話しま
した。試合には、安来高校と第一中学校バスケットボール
部のスタッフ参加、女性合唱団による国歌斉唱、小学生に
よるダンスの披露など多くの市民が関わり、安来での大会
を盛り上げました。

安来でプロバスケ公式戦を開催

広報やすぎ　2016年４月14



book図書館からのお知らせ

「堀尾家に寄せて
～堀尾忠氏公の墓所を探して～」

　安来市内にお住まいの一
人の女性がまとめられた、
松江藩初代藩主・忠氏公の
墓所再建を提言する郷土資
料です。疑問と興味から出
発した個人のフィ－ルドワ
－クの成果に注目が集まっ
ています。

著　者　武上紀江
（自費出版）

著　者　飯田泰士
出版社　昭和堂

「18歳選挙権で政治はどう変わるか」

　選挙権年齢を
18歳 以 上 に す
る改正公職選挙
法 が 今 年 ６ 月
19日 に 施 行 さ
れます。政治に
参加する意識は高まるのでしょう
か ? 本書では豊富なデータから施
行後の投票行動や投票率を分析して
います。

「みつばち高校生」

文 ･絵　森山あみ
出版社　サンクチュアリ出版

　長野県富士見
高校には、珍し
い「養蜂部」が
あります。ひと
りの女子高生が
始 め た 養 蜂 部
が、創部３年で「農業高校の甲子
園」といわれる日本学校農業クラブ
全国大会で優勝するまでを描いたノ
ンフィクションです。

などがある場所もジオパークと
なっています。読んでいくと、地
形と暮らしの結びつきが見えて面
白いですよ。

「ジオパークへ行こう！
　　　火山や恐竜にあえる旅」
文　林信太郎
絵　川野郁代
出版社　小峰書店

　山陰では隠岐
海岸などがジオ
パークになって
いますが、全国
では火山や地層

「藤城清治の旅する影絵　日本」

著　者　藤城清治
出版者　講談社

　影絵作家として70年に
わたり創作を続けてきた
91歳の著者。訪れた全国
の風景を美しい作品に仕上
げました。復興への祈りを
込めて残された陸前高田市
の一本松や、島根県の国宝松江城のスケッチなど日
本全国を旅するように楽しめます。

読
書
の
楽
し
さ
実
感

 

こ
ど
も
読
書
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　
こ
ど
も
読
書
会
で
は
、
毎
月
課

題
図
書
を
配
布
し
、
次
の
会
で
そ

の
本
に
つ
い
て
お
話
を
し
た
り
、

感
想
を
言
い
あ
っ
た
り
し
ま
す
。

読
み
聞
か
せ
の
次
の
段
階
で
あ
る

読
書
へ
の
楽
し
さ
を
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
月
体
験
学
習
を
行
い

ま
す
。
工
作
を
し
た
り
、
わ
ら
べ

う
た
で
遊
ん
だ
り
、
料
理
教
室
を

し
た
り
。
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
し
ま
す
。

日
時　
毎
月
第
２
土
曜
日 

　
　
　
　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

対
象　
小
学
生 

年
会
費　
１
０
０
０
円

　
　
　
（
保
険
料
、
材
料
費
等
）

申
込
方
法　
安
来
市
立
図
書
館
に

て
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

◆
問
い
合
わ
せ　

　

安
来
市
立
図
書
館

　

℡
22-

２
５
７
４

■問い合わせ
安来市立図書館…℡ 22-2574
ひろせ図書室……℡ 32-4455
はくた図書室……℡ 37-0050

その他の新着図書情報は
安来　図書館情報　検索

　近くの図書館（室）に借りたい
本がない場合、他の図書館（室）
から取り寄せができます。詳し
くは、図書館（室）へお問い合わ
せください。

閉館時刻が変わります
　４月１日㈮から平日の閉館
時刻が変わります。
■安来市立図書館
　19時から20時になります。
　（土日、祝日は18時）
■はくた図書室
   18時から19時になります。
　（土日は17時）

著　者　小池良子
出版社　日貿出版社

　季節のお便り
に絵を添えて書
いてみませんか？
季節の花と実、
野菜、果物など
400点以上の絵
を紹介し、24作品の描き方のプ
ロセスも解説しています。

「季節のお便りに役立つ
気ままに楽しむ和のカット400」
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エンジョイ！

ＡＬＴ（外国語指導助手）リレートーク今

月
の担当ＡＬ

Ｔ

や　　　　す　　　　ぎ　　　　ライフ

　読書が大好きで日本語が読めるようになって
からずっと本を読んでいます。一番好きなのは
ファンタジーとＳＦですが、ミステリーやホラー、
ノンフィクションなど、様々な本を読みます。
　子どもの頃は恥ずかしがり屋で、クラスメー
トと話すことより本を読むことが好きでした。
結果として、多くの言葉を音よりも先に目で覚
えました。現在の私の日本語も子どもの頃の英
語の状態によく似ています。勉強よりも小説や
漫画を読んだり、ゲームをしたりして覚えてい
きました。発音を覚えずに漢字の意味ばかり覚

えましたので、日本語は読めますが、あまり話
せません。
　今、日本に住んでいますから、もちろん毎日
会話の練習をしています。一番の目的は英語の
本を読む速さと同じように、日本語の本を読め
るようになることです。今年の目標は「年末ま
でに日本語の本を50冊読む」ことで、すでに
星新一さんやあさのあつこさんの本を読みまし
た。いろんな本を読みたいと思っていますので
おすすめがあれば、ぜひ教えてくだ
さい！ 

目標！日本語の本５０冊

　
 安来市加納美術館

からのお知らせ
 所在地　広瀬町布部 345-27
 開館時間 ９時～16時30分（入館16時まで）
 休館日　毎週火曜日（祝日は翌日休館）
 入館料　一般…１０００円、
 　　　　学生（高校生以上）…５００円
 　　　　中学生以下・障がい者…無料

   ℡ 0854-36-0880　FAX 0854-36-0881

    

企
画
展
「
加
納
莞
蕾
と
独
立
美
術
」

　
【
前
期
】
３
月
26
日
㈯
～
５
月
16
日
㈪

　
【
後
期
】
５
月
21
日
㈯
～
７
月
11
日
㈪

　
１
９
３
０
年
に
気
鋭
の
美
術
家
13
人
が
創
設
し
た

の
が
独
立
美
術
協
会
で
す
。
莞
蕾
は
創
設
時
か
ら
参

加
を
要
請
さ
れ
ま
し
た
が
、
事
情
に
よ
り
行
動
を
と

名
碗
を
愉
し
む
会
　
さ
く
ら
茶
会

　
作
品
鑑
賞
の
後
、茶
室
「
如
水
庵
」

に
て
呈
茶
。
名
碗
を
手
に
と
っ
て
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

日
時　
４
月
10
日
㈰　
▽
午
前
の
部

…
10
時
～　
▽
午
後
の
部
…
13
時
～

料
金　
２
５
０
０
円
（
入
館
料
込
）

申
込
期
限　
４
月
７
日
㈭

す
る
と
と
も
に
、
現
在
、
独
立
美
術

展
で
活
躍
し
て
い
る
島
根
県
在
住
作

家
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

も
に
で
き
ず
、
島
根
か

ら
出
品
し
続
け
ま
し

た
。
後
に
独
立
美
術
最

高
賞
を
受
賞
し
、
会
友

と
な
り
後
進
の
育
成
に

努
め
ま
し
た
。

　

企
画
展
の
前
期
で

は
、
独
立
美
術
草
創
期

に
莞
蕾
と
交
流
の
あ
っ

た
会
員
の
作
品
を
展
示

   
講
演
会

　
絵
画
修
復
に
つ
い
て-

加
納
莞
蕾

「
か
く
れ
ん
ぼ
と
魚
」
を
中
心
に-

日
時　
４
月
17
日
㈰
13
時
30
分
～
15
時

場
所　
布
部
交
流
セ
ン
タ
ー

講
師　
大
原
秀
之
氏
（
吉
備
国
際
大

学
大
学
院
教
授
）

そ
の
他　
参
加
無
料
、
申
込
不
要

レストランやまさや
オープン

　美術館の敷地内に食堂
がオープンしました。
営業時間　11時～14時
定休日　美術館と同じ

ラスの

広報やすぎ　2016年４月
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行
政
不
服
審
査
法
が
改
正
さ
れ

ま
し
た

　
総
務
課
℡
23-

３
０
１
７

　

行
政
不
服
審
査
法
と
は
、
行

政
庁
が
行
っ
た
処
分
等
に
関

し
、
国
民
が
そ
の
見
直
し
を
求

め
、
行
政
庁
に
不
服
を
申
し
立

て
る
手
続
を
定
め
た
法
律
で

す
。
こ
の
法
律
の
全
部
改
正
に

よ
り
、
新
し
い
行
政
不
服
審
査

制
度
が
４
月
１
日
か
ら
開
始
さ

れ
ま
す
。
改
正
に
よ
り
公
正
性

や
使
い
や
す
さ
の
向
上
が
図
ら

れ
ま
し
た
。

主
な
改
正
事
項

①
不
服
申
立
て
の
種
類
が
現
行

の
「
審
査
請
求
、
異
議
申
立
て
」

行　

政

か
ら
「
審
査
請
求
」
に
一
元
化

②
行
政
庁
の
判
断
の
妥
当
性
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
第
三
者
機
関
の

設
置

③
審
査
の
請
求
期
間
が
現
行
の

60
日
か
ら
３
カ
月
に
延
長
な
ど

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
総
務
課
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す

　
議
会
事
務
局

　
℡
23-

３
１
２
５

　
安
来
市
議
会
で
は
、
開
か
れ

た
議
会
を
目
指
し
、
議
員
か
ら

市
民
の
皆
さ
ん
へ
議
会
報
告
を

行
い
ま
す
。

　

５
つ
の
会
場
（
中
学
校
区
）

で
行
い
ま
す
が
、
お
住
ま
い
の

地
域
に
限
ら
ず
、
ど
の
会
場
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時　
４
月
21
日
㈭
19
時
～

会
場　
▽
一
中
校
区
…
安
来
中

央　
　
▽
二
中
校
区
…
大
塚　

▽
三
中
校
区
…
飯
梨　

日
時　
４
月
22
日
㈮
19
時
～

会
場　
▽
広
瀬
中
校
区
…
広
瀬

中
央　
　
▽
伯
太
中
校
区
…
井

尻　内
容　
定
例
議
会
報
告
、
意
見

交
換
な
ど

そ
の
他　

申
込
み
は
不
要
で

す
。会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
狂
犬
病
予
防
注
射
日
程
表
（
安
来
地
域
）

期
　
日

時
　
間

場
　
所

４
月18

日
㈪

９
時
20
分
～
10
時
10
分
元
Ｊ
Ａ
切
川
代
理
所
跡
地

10
時
20
分
～
10
時
40
分
赤
崎
公
民
館

10
時
55
分
～
11
時
15
分
能
義

13
時
20
分
～
13
時
35
分
運
動
公
園
佐
久
保
側
入
口

13
時
45
分
～
14
時
15
分
宇
賀
荘

14
時
25
分
～
14
時
45
分
大
塚

14
時
55
分
～
15
時
15
分
元
Ｊ
Ａ
折
坂
倉
庫

15
時
25
分
～
15
時
45
分
吉
田

４
月21

日
㈭

９
時
10
分
～
９
時
35
分
安
来
港
旧
港
東
側

９
時
45
分
～
９
時
55
分
黒
鳥
集
会
所

10
時
10
分
～
10
時
35
分
島
田

10
時
45
分
～
10
時
55
分
門
生
公
会
堂

11
時
05
分
～
11
時
20
分
吉
佐
公
民
館

13
時
20
分
～
13
時
40
分
福
井
町
公
会
堂

13
時
50
分
～
14
時
00
分
論
田
公
民
館

14
時
10
分
～
14
時
25
分
上
荒
島
公
会
堂

14
時
35
分
～
14
時
55
分
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
元
Ｊ
Ａ
荒
島
代
理
所
）

15
時
10
分
～
15
時
35
分
赤
江

４
月22

日
㈮

13
時
20
分
～
13
時
40
分
神
塚
公
会
堂

13
時
55
分
～
14
時
15
分
西
中
津
公
会
堂

14
時
35
分
～
15
時
00
分
飯
梨

23
日
㈯

９
時
30
分
～
11
時
00
分
市
役
所
安
来

（
中
庭
駐
車
場
）

24
日
㈰

　
　
環
境
政
策
課

　
　
℡
23-

３
０
９
８

庁…庁舎
地…地域センター

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター

　
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
イ

ヌ
は
生
涯
に
１
回
の
登
録
と
、

生
後
91
日
以
降
は
年
１
回
の
狂

犬
病
予
防
注
射
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
飼
い
犬
を
守

る
た
め
、必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

接
種
方
法　
下
表
の
ご
都
合
の

良
い
場
所
に
、
市
か
ら
郵
送
し

た
ハ
ガ
キ
を
お
持
ち
の
上
、
必

ず
イ
ヌ
を
制
御
で
き
る
人
が
お

連
れ
く
だ
さ
い
。

イ
ヌ
の
登
録　
未
登
録
の
イ
ヌ

は
、会
場
で
登
録
が
で
き
ま
す
。

料
金
（
１
匹
当
た
り
）

▽
注
射
…
３
０
０
０
円
（
ワ
ク

チ
ン
代
２
４
５
０
円
、
注
射
済

票
交
付
手
数
料
５
５
０
円
）

▽
登
録
…
３
０
０
０
円

そ
の
他　

・
動
物
病
院
で
も
注
射
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
市
外

で
受
け
た
場
合
は
、
環
境
政
策

課
で
注
射
済
証
の
交
付
が
必
要

で
す
）　

・
イ
ヌ
が
死
亡
し
た
場
合
や
、

イ
ヌ
の
所
在
地
・
飼
い
主
を
変

更
し
た
場
合
は
、
環
境
政
策
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
広
瀬
・
伯
太
地
域
の
日
程
な

ど
は
来
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

狂
犬
病
予
防
の
集
合
注
射
と
イ
ヌ
の
登
録

問

問

問

交

交

交

交
交

交
交

交交交交交

庁
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指
定
登
録
店
の
受
け
付
け

　
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

費
の
補
助
事
業
の
購
入
・
設
置

を
請
け
負
う
事
業
所
は
、
市
へ

の
登
録
申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
受
付　
４
月
１
日
㈮
～

②
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
等
設
置

費
の
補
助

　
　
環
境
政
策
課

　
　
℡
23-

３
１
０
２

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普

及
促
進
の
た
め
、
ペ
レ
ッ
ト
ス

ト
ー
ブ
や
薪
ス
ト
ー
ブ
、ペ
レ
ッ

ト
ボ
イ
ラ
ー
、
薪
ボ
イ
ラ
ー
の

設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

申
請
受
付　
４
月
１
日
㈮
～

③
水
環
境
保
全
事
業
の
補
助

　
　
環
境
政
策
課

　
　
℡
23-

３
１
０
２

　
環
境
に
配
慮
し
た
地
域
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
水
環
境

の
保
全
に
つ
な
が
る
活
動
に
取

り
組
む
団
体
を
支
援
し
ま
す
。

募
集
期
間　
４
月
１
日
㈮
～
28

日
㈭

④
太
陽
熱
利
用
設
備
設
置
費
の

補
助

　
　
環
境
政
策
課

　
　
℡
23-

３
１
０
２

　
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
を

図
る
た
め
、
太
陽
熱
利
用
設
備

（
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
）
設
置

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

申
請
受
付　
４
月
１
日
㈮
～

⑤
下
水
路
清
掃
土
砂
の
回
収

　
　
環
境
政
策
課

　
　
℡
23-

３
１
０
２

　
平
成
28
年
度
に
下
水
路
（
生

活
排
水
路
）
清
掃
に
よ
り
発
生

す
る
土
砂
の
回
収
の
申
し
込
み

を
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
日
時　
４
月
13
日
㈬
８
時

～受
付
場
所　
環
境
政
策
課

申
込
方
法　
▽
申
込
書
を
環
境

政
策
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い　
▽
申
込
書
は
、
環
境
政
策

課
（
安
来　
）、
広
瀬
・
伯
太

各　
に
設
置
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

注
意
事
項　
▽
下
水
路
（
生
活

排
水
路
）
清
掃
に
よ
っ
て
生
じ

た
土
砂
の
み
回
収
し
ま
す　
▽

土
砂
は
土
の
う
袋
に
入
れ
て
く

だ
さ
い　
▽
回
収
は
清
掃
日
の

翌
日
ま
た
は
２
日
後
に
行
い
ま

す
の
で
、
交
通
の
妨
げ
に
な
ら

な
い
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い

▽
不
燃
物
（
金
属
、
ガ
ラ
ス
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
ビ
ン
、
埋
め

立
て
ご
み
）
や
、
燃
や
す
ご
み

（
紙
く
ず
、
草
や
木
）
な
ど
は
入

れ
な
い
で
く
だ
さ
い　
▽
溝
ふ

た
上
げ
機
の
貸
出
し
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
申
込
書
の
記
載

欄
に
そ
の
旨
を
ご
記
入
く
だ
さ

煙
霧
消
毒
機
貸
出
申
込
受
付

　
　
環
境
政
策
課

　
　
℡
23-

３
０
９
８

　
４
月
11
日
か
ら
煙
霧
消
毒
機

の
貸
出
し
受
付
を
開
始
し
ま

す
。
消
毒
に
使
用
す
る
薬
剤
は

平
成
27
年
３
月
に
製
造
販
売
が

終
了
し
て
い
ま
す
が
、
在
庫
を

お
持
ち
の
団
体
な
ど
を
対
象
に

貸
出
し
ま
す
。
台
数
に
限
り
が

あ
る
た
め
希
望
日
に
貸
出
し
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

貸
出
期
間　
５
月
７
日
㈯
～
10

月
31
日
㈪
ま
で

受
付
開
始　
▽
窓
口
受
付
…
４

月
11
日
㈪
８
時
～　
▽
電
話
受

付
…
４
月
11
日
㈪
13
時
～

申
込
み
に
必
要
な
事
項

①
自
治
会
名（
ま
た
は
個
人
名
）

②
希
望
日
（
午
前・午
後
の
別)

③
エ
ン
ジ
ン
式
・
電
気
式
の
別

④
使
用
台
数　
⑤
実
施
戸
数

そ
の
他　
▽
薬
剤
・
機
械
燃
料

は
申
込
者
で
準
備
を
お
願
い
し

ま
す　
▽
消
毒
機
の
貸
し
出
し

分
散
の
た
め
、
平
日
の
煙
霧
消

毒
実
施
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

環
境
政
策
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

※
①
～
④
は
、
市
議
会
３
月
定

例
会
で
平
成
28
年
度
予
算
の
議

決
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
環
境
政
策
課
ま

た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

①
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

費
の
補
助（
住
宅
用・事
業
所
用
）

　
　
環
境
政
策
課

　
　
℡
23-

３
１
０
２

　
環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
い
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
を

図
る
た
め
、
設
置
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。（
市
の
指
定
登

録
店
で
の
購
入
・
設
置
が
条
件
）

申
請
受
付　
４
月
１
日
㈮
～

●
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

い
。（
貸
出
台
数
に

限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
希
望
に
添
え
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

   平成28年４月分から
   児童扶養手当などが改定されます
　平成28年４月分からの各種
手当額が次のとおり改定されます。
改定内容（手当額は月額）
   ①児童扶養手当
　・全額支給…42,330円（改定前 42,000円）
　・一部支給…42,320円～ 9,990円
　 　　　　 　（改定前 41,990円～ 9,910円）
   ②特別児童扶養手当
　・１級…51,500円（改定前 51,100円）
　・２級…34,300円（改定前 34,030円）
   ③特別障害者手当　
　・26,830円（改定前 26,620円）
   ④障害児福祉手当
　・14,600円（改定前 14,480円）
   ⑤経過的福祉手当
　・14,600円（改定前 14,480円）
　支給額の変更は下記の支給分からです
　①～②…８月支給分（４月～７月分）から

　③～⑤…５月支給分（２月～４月分）から

　　　　　   ※２・３月は改定前の額

　　福祉課①………総務係　℡２３-３２１１
　　　　　②～⑤…障がい者福祉係
　　　　　　　　　　　　　℡２３-３２１６

申
問

申
問

申
問

申
問

申
問

申
問

問

庁

地
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平
成
28
年
度
土
地
・
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　
税
務
課
（
固
定
資
産
税
）

　
℡
23-

３
０
５
１
（
家
屋
）

　
℡
23-

３
０
５
２
（
土
地
）

　

納
税
者
（
代
理
人
を
含
む
）

の
皆
さ
ん
が
、
市
内
の
ほ
か
の

土
地
や
家
屋
の
評
価
額
を
確
認

す
る
こ
と
で
、
所
有
す
る
土
地

や
家
屋
の
評
価
額
が
適
正
か
ど

う
か
を
比
較
で
き
る
制
度
で
す
。

縦
覧
期
間　
４
月
１
日
㈮
～
５

月
31
日
㈫
８
時
30
分
～
17
時
15

分
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

縦
覧
場
所　
税
務
課
（
安
来　

向
か
い
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ビ
ル
別
棟
）

持
ち
物　
運
転
免
許
証
な
ど
の

本
人
確
認
が
で
き
る
証
明
書
類

（
代
理
人
は
委
任
状
が
必
要
）

●
平
成
28
年
度
固
定
資
産
課
税

明
細
書
を
お
送
り
し
ま
す

　

納
税
者
の
皆
さ
ん
に
、
平
成

28
年
度
固
定
資
産
の
課
税
内
容

を
記
載
し
た
、「
課
税
明
細
書
」

を
４
月
初
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特

例
の
お
知
ら
せ

　
　
保
険
年
金
課
℡
23-

３
０
８
６

・
松
江
年
金
事
務
所

℡
０
８
５
２-

23-

９
５
４
０

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に

つ
い
て
、
学
生
は
在
学
中
の
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
例
制
度

に
申
請
す
る
と
、
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
が
10
年
間
猶
予
さ

れ
ま
す
。
利
用
す
る
人
は
、
年

度
ご
と
に
手
続
き
が
必
要
で

す
。
申
請
は
、
対
象
の
学
生
が

住
民
登
録
を
し
て
い
る
市
町
村

で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

猶
予
さ
れ
る
年
金
期
間

▽
過
去
の
期
間
…
申
請
が
受
理

さ
れ
た
月
か
ら
２
年
１
カ
月
前

ま
で　
▽
将
来
の
期
間
…
年
度

末
（
３
月
31
日
）
ま
で

※
平
成
28
年
４
月
に
申
請
す
る

場
合
、
過
去
期
間
は
平
成
26
年

３
月
ま
で
、
将
来
期
間
は
平
成

29
年
３
月
ま
で

申
請
場
所　
保
険
年
金
課
（
安

来　

③
窓
口
）、
広
瀬
・
伯
太

各　
（
広
瀬
・
伯
太
各　
）、
松

江
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

（
松
江
市
東
朝
日
町
）

必
要
書
類　
年
金
手
帳
、印
鑑
、

在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の

コ
ピ
ー
。

そ
の
他　
平
成
28
年
１
月
１
日

以
降
に
転
入
さ
れ
た
人
は
、
別

途
手
続
き
が
必
要
で
す
。
申
請

の
際
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

    

①高齢者向け給付金
 　（年金生活者等支援臨時福祉給付金）
　賃金引上げの恩恵が及びにくい所得の少
ない高齢者の支援などのために実施します。

支給対象　平成27年度安来市臨時福祉給付
　金の支給対象者で、平成28年度中に65歳以
　上となる人（昭和27年４月１日以前に生ま
　れた人）。
申請期間　４月15日㈮～７月19日㈫
支給金額　一人 ･･･ ３０，０００円
申請方法　該当者には４月中旬に申請書を発
　送します。同封の封筒で返信してください。

②住民税の非課税者向け給付金
　（平成28年度臨時福祉給付金）　　　　
支給対象　平成28年１月１日に安来市に住民
　票があり、平成28年度市民税均等割が非課
　税の人。ただし、自身を扶養している人が
　平成28年度市町村民税（均等割）の課税さ
　れている場合や、生活保護の被保護者となっ
　ている場合等を除く。
支給金額　一人 ･･･ ３，０００円

③低所得の障害・遺族基礎年金
　　　　　　　　　　受給者向け給付金
　（生活年金者等支援臨時福祉給付金）
支給対象　②の支給対象のうち、障害基礎年
　金または遺族基礎年金等の平成28年４・５
　月分の受給がある人。（ただし、①低所得
　の高齢者向けの年金生活者等支援臨時福祉
　給付金の支給を受けた人を除く。）
支給金額　一人 ･･･ ３０，０００円

平成28年度に高齢者などを対象に 3つの給付金が支給されます
　

　　　　　福祉課総務係　℡３２-９５００（臨時福祉給付金専用電話）

４月15日から受付開始します

申請が必要ですのでお忘れなく！

申
問

問

申問

庁

庁地

庁

詳細が決まり次第お知らせします

広報やすぎ　2016年４月

庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
　　（広瀬保健センター）

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター
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県
と
市
町
村
が
中
小
企
業
で

働
く
人
に
、
大
企
業
並
み
の
福

利
厚
生
を
提
供
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
設
立
し
た
法
人
で
す
。

１
人
に
つ
き
、
月
額
千
円
の
会

費
で
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス　
▽
各
種
検
診
の
補

助　
▽
格
安
で
魅
力
あ
る
旅
行

ツ
ア
ー
の
参
加　
▽
慶
弔
給
付

金
の
支
払
い　

▽
宿
泊
施
設
・

ス
ポ
ー
ツ
施
設
・
レ
ジ
ャ
ー
施

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
出
期
限　
４
月
28
日
㈭

受
付
場
所　
中
国
財
務
局
鳥
取

事
務
所
（
鳥
取
市
富
安
）

●
４
月
に
米
子
市
内
で
２
日
間

特
設
窓
口
を
開
設
し
ま
す

日
時　
４
月
22
日
㈮
・
23
日
㈯

10
時
～
19
時

場
所　
ふ
れ
あ
い
の
里
４
階
会

議
室
（
米
子
市
錦
町
一
丁
目
）

持
ち
物　
商
品
券
、
印
鑑
（
朱

肉
使
用
）

設
な
ど
提
携
施
設
の
割
引　
▽

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
チ
ケ
ッ
ト

割
引
あ
っ
せ
ん
な
ど

協
同
組
合
や
よ
い
デ
パ
ー
ト
発

行
の
商
品
券
を
お
持
ち
の
人
へ

　
　
中
国
財
務
局
鳥
取
財
務
事

務
所
理
財
課

　
℡
０
８
５
７-

26-

２
２
９
５

　
破
産
手
続
き
中
の
協
同
組
合

や
よ
い
デ
パ
ー
ト
の
商
品
券

は
、
手
続
き
を
す
る
こ
と
で
発

行
保
証
金
の
範
囲
内
で
還
付
を

危
険
物
取
扱
者
試
験

（
甲
種
・
乙
種
・
丙
種
）

　
　
一
般
財
団
法
人
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
島
根
県
支
部

℡
０
８
５
２-

27-

５
８
１
９

試
験
日　
６
月
12
日
㈰

場
所　
松
江
市
ほ
か

受
付
期
間　
４
月
26
日
㈫
～
５

月
10
日
㈫
（
電
子
申
請
は
４
月

23
日
㈯
～
５
月
７
日
㈯
）

そ
の
他　
受
験
願
書
は
、
安
来

市
消
防
本
部
、
広
瀬
・
伯
太
各

分
署
、
比
田
分
駐
所
に
設
置
。

　安来市広域生活バス（イエローバス）
車内広告の募集

　安来市広域生活バス（通称「イエロー　　　　　　　
バス」）の車内に、広告を掲載する事業者
を募集します。
広告概要

バスのタイプ Ａ（33人乗り） Ｂ（60人乗り）

台　数 ２台 １台

掲載位置 車内片側窓上
    額面

車内両側窓上
     額面

枠数（１台当たり） ５枠 ８枠

広告枠の大きさ
の上限

縦 36.4cm ×横 51.5cm
※Ｂ３サイズ相当　　  

掲載方法
   紙などで作成した広告を車内の広
   告枠に差し込む（広告は広告主が
   用意）

掲載期間 １カ月単位で最長12カ月

掲載料（１枠当たり） 月額1,000円（複数枠の申込可）

募集対象　市内に本・支店を置く
　　　　　民間事業者。
　　　　　※広告代理店も可。
申込方法　申込書に必要書類を添え
　　　　　市民参画課（安来中央　）
　　　　　に提出。※郵送可。
募集期間　４月１日㈮～４月28日㈭必着
　　　　　※募集枠数に達しない場合は、募集期間終了
　　　　　後も随時受け付けます。
決定方法　市が定める要綱などに基づき審査・決定し
　　　　　ます。（募集数を超える場合は抽選）

　　市民参画課　℡２３-３０６９

掲載位置
（タイプＡの 1 枠分）

石
綿
に
よ
る
疾
病
の
保
証
・
救

済
し
ま
す

　
島
根
労
働
局
労
災
補
償
課

℡
０
８
５
２-

31-

１
１
５
９

　
中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発

病
し
、
そ
れ
が
労
働
者
と
し
て

石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
ば
く
露

作
業
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が

原
因
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
場

合
に
は
、
労
災
保
険
法
に
基
づ

く
各
種
の
労
災
保
険
給
付
や
石

綿
救
済
法
に
基
づ
く
特
別
遺
族

給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
石
綿

を
吸
っ
て
か
ら
非
常
に
長
い
年

月
を
経
て
発
病
す
る
こ
と
が
大

き
な
特
徴
で
す
。

　
中
皮
腫
な
ど
で
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
た
人
が
過
去
に
石
綿

業
務
に
従
事
さ
れ
て
い
た
場
合

に
は
、
労
災
保
険
給
付
等
の
支

給
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ま
ず
は
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
制
度
は
厚

生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ジ
ョ
イ
メ
イ
ト
し
ま
ね
を
活
用

く
だ
さ
い

　
ジ
ョ
イ
メ
イ
ト
し
ま
ね

　
℡
０
８
５
２-

28-

６
５
５
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

申
込
期
限　
４
月
22
日
㈮

申
問

申
問

問問

申問

交

掲
載
箇
所

広報やすぎ　2016年４月20



危
険
物
取
扱
者
試
験

（
甲
種
・
乙
種
・
丙
種
）

　
　
一
般
財
団
法
人
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
島
根
県
支
部

℡
０
８
５
２-

27-

５
８
１
９

試
験
日　
６
月
12
日
㈰

場
所　
松
江
市
ほ
か

受
付
期
間　
４
月
26
日
㈫
～
５

月
10
日
㈫
（
電
子
申
請
は
４
月

23
日
㈯
～
５
月
７
日
㈯
）

そ
の
他　
受
験
願
書
は
、
安
来

市
消
防
本
部
、
広
瀬
・
伯
太
各

分
署
、
比
田
分
駐
所
に
設
置
。

乳
幼
児
健
診

　
子
ど
も
未
来
課

　
℡
23-

３
２
２
２

※
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。

●
４
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所　
４
月
14
日
㈭
13

時
～
13
時
45
分
、

対
象　
平
成
27
年
11
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
。

●
９
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所　
４
月
12
日
㈫
13

時
～
13
時
45
分
、

対
象　
平
成
27
年
６
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
。

●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所　
４
月
28
日
㈭
９

時
～
９
時
45
分
、

対
象　
平
成
26
年
９
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
ア
ン

ケ
ー
ト
、
仕
上
げ
用
歯
ブ
ラ
シ
。

●
３
歳
児
健
診

日
時
・
場
所　
４
月
28
日
㈭
13

時
～
13
時
45
分
、

対
象　
平
成
25
年
１
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、
子
ど
も
用
歯
ブ
ラ

シ
、
仕
上
げ
用
歯
ブ
ラ
シ
、
当

日
朝
の
尿
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

　
子
ど
も
未
来
課

　
℡
23-

３
２
２
２

日
時　
４
月
20
日
㈬
13
時
15
分

～
13
時
45
分
（
受
付
時
間
）

場
所　

対
象　
平
成
27
年
10
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
予

防
接
種
予
診
票
。

離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

　
　
子
ど
も
未
来
課

　
　
℡
23-

３
２
２
２

日
時
・
場
所　
４
月
26
日
㈫

▽
５
～
６
カ
月
児
…
９
時
45
分

～
10
時　
▽
９
～
11
カ
月
児
…

13
時
30
分
～
13
時
45
分
（
受
付

時
間
）、　

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
冊

子
「
離
乳
食
の
進
め
方
」（
４

か
月
児
健
診
時
に
配
布
）、
参

加
費
１
０
０
円
、
お
て
ふ
き
。

保　

健

４月６日㈬～15日㈮
春の全国交通安全運動

　市民参画課　℡２３-３０６９

●  自転車安全利用五則  ●
1. 自転車は車道が原則、歩道は例外
2. 車道は左側を通行 
3. 歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
4. 安全ルールを守る
　▽飲酒運転・二人乗り・並進の禁止 
　▽夜間はライトを点灯 
　▽交差点での信号遵守と一時停止・安全確認 
5. 子どもはヘルメットを着用　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
子
ど
も
未
来
課　
℡
23-

３
２
２
２

　
市
内
の
子
育
て
家
庭
の
支
援

を
す
る
た
め
、　 

内
に
親
子
の

遊
び
場
「
プ
レ
イ
ル
ー
ム
」
を

開
放
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
毎
月
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

４
月
の
イ
ベ
ン
ト
（
要
申
込
）

●
み
ん
な
お
い
で
よ
！
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー

　
楽
し
い
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を

親
子
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
・
場
所　
４
月
11
日
㈪
10

時
30
分
～
11
時
、

●
お
母
さ
ん
の
た
め
の
ヨ
ガ

講
座
（
託
児
あ
り
）

　
育
児
で
疲
れ
て
い
る
お
母

さ
ん
、
ヨ
ガ
で
気
分
を
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

　一人一人が交通ルールとマナーを守り、交通
事故防止に努めましょう。運動期間は市内全域
で街頭指導や、ドライバーへ交通事故防止の啓
発活動が行われます。

運動の基本　
　子どもと高齢者の交通事故防止
運動の重点　
　(1) 自転車の安全利用の推進
　　（特に自転車安全利用五則の周知徹底）
　(2) 全ての座席のシートベルトと
　　チャイルドシートの正しい着用の徹底
　(3) 飲酒運転の根絶

栄
養
相
談
（
無
料
・
要
予
約
）

　
　
い
き
い
き
健
康
課

　
　
℡
23-

３
２
２
０　

　
食
生
活
や
健
診
結
果
な
ど
に

つ
い
て
、
管
理
栄
養
士
が
専
門

的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま

す
。
市
民
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た

で
も
利
用
で
き
ま
す
。

日
時
・
場
所　
▽
４
月
12
日
㈫

９
時
30
分
～
17
時
、
安
来
中
央

　
　
▽
４
月
26
日
㈫
９
時
～
12

時
、

申
込
期
限　
４
月
22
日
㈮

日
時
・
場
所　
４
月

22
日
㈮
10
時
30
分
～

12
時
、

申
問

申
問

申
問

問

問

問

伯

伯

交

健

健

健
健

健

健

健

健

広報やすぎ　2016年４月

庁…庁舎
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安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー
主

催
の
教
室
な
ど

　
　
安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

　
　
℡
23-

１
７
５
０

　
い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
し
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談
日

　
ち
ょ
っ
と
聞
き
た
い
小
さ
な

疑
問
の
解
決
方
法
教
え
ま
す
。

操
作
全
般
の
質
問
も
対
応
可
。

日
時　
４
月
４
日
㈪・11
日
㈪・

18
日
㈪
10
時
～
12
時

受
講
料　
５
０
０
円
。

そ
の
他　
▽
パ
ソ
コ
ン
持
込
可

▽
申
込
不
要
。

●
パ
ソ
コ
ン
個
人
指
導

　

分
か
ら
な
い
こ
と
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
集
中
的
に
学
べ
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
１
回
２
時
間
）

受
講
料　
３
０
０
０
円
。

そ
の
他　
▽
受
講
日
時
は
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い　
▽
パ
ソ

コ
ン
、デ
ジ
カ
メ
な
ど
持
込
可
。

●
パ
ソ
コ
ン
教
室
「
ワ
ー
ド
初

級
コ
ー
ス
」

日
時　
４
月
21
日
㈭・22
日
㈮・

25
日
㈪
・
26
日
㈫
（
４
日
間
）

９
時
30
分
～
12
時
30
分

受
講
料　
５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
１
０
０
０
円
）。

そ
の
他　
▽
定
員
15
人　
▽
要

申
込　
▽
パ
ソ
コ
ン
の
持
込
不

要　
▽
一
人
で
入
力
で
き
る
人

が
対
象
。

●
パ
ソ
コ
ン
グ
ル
ー
プ
講
習

　
職
場
や
趣
味
の
仲
間
な
ど
一

緒
に
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

内
容　
12
時
間
コ
ー
ス
（
ワ
ー

ド・エ
ク
セ
ル
な
ど
）
※
日
時
、

人
数
、
講
習
内
容
な
ど
は
、
事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

受
講
料　
各
講
座一人
５
０
０
０

円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

職
業
訓
練
受
講
生
募
集

　
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
安
来

　
　
℡
22-
２
５
４
５

就
職
に
向
け
た
職
業
訓
練
を
実

施
予
定
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
技
能

資
格
取
得
・
応
用
力
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
、
介
護
職
員
初
任
者
研

修
課
程
修
了
認
定
資
格
取
得
が

目
標
で
す
。
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
区
分

①
介
護
Ｐ
Ｃ
実
践
科
（
筆
記
試

験
・
職
場
実
習
あ
り
）

期
間　
６
月
１
日
～
８
月
26
日

②
Ｉ
Ｔ
事
務
実
践
科

期
間　
９
月
１
日
～
11
月
25
日

③
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科

期
間　
12
月
１
日
～
平
成
29
年

２
月
24
日（
訓
練
期
間
３
カ
月
）

※
原
則
、
土
日
祝
日
休
み

対
象　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
所
長
の

受
講
指
示
ま
た
は
推
薦
が
受
け

ら
れ
る
人
。

受
講
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

等
は
個
人
負
担
）

そ
の
他　
▽
定
員
各
15
人　
▽

雇
用
保
険
受
給
者
は
基
本
手
当

な
ど
が
支
給　
▽
訓
練
受
講
給

付
金
も
対
応
。

・
安
来
市
学
習
訓
練

　
セ
ン
タ
ー

　
℡
23-

１
７
５
０

　
平
成
28
年
度
も
再

子育て応援パスポート「こっころ」が
全国で利用できるようになりました

教
室
・
講
座

　４月１日からしまね子育
て応援パスポート「こっこ
ろ」が全国で利用できるよ
うになりました。
　全国で利用するには、現
在お持ちのパスポートから、
全国共通ロゴマーク入りの
新しいパスポートへの切替手続きが必要となります。
手続きには現在お持ちのパスポートをお持ちください。
受付場所　子ども未来課（　）、市民課④番窓口（安来　）
　　　　　伯太　 （伯太　）
●市民課に特設窓口を開設します
期間　３月25日㈮～４月15日㈪の月曜日と金曜日
※ホームページから申請書をダウンロードして事前に
ご記入いただくと、手続きがスムーズになります。

お持ちですか？「こっころ」カード
　島根県では、地域ぐるみの子育て支援を推進す
るため、しまね子育て応援パスポート「こっころ」
事業を行っています。パスポートを協賛店舗等で
掲示することでさまざまなサービスを受けること
ができます。
対象　①満18歳未満、または満18歳となって最初
の３月31日を迎えるまでのお子さんが１人でもい
る家庭。
②妊娠中の人がいる家庭。

（この場合は、「プレママ」カードとなりますが、
  提供されるサービスに違いはありません）
※パスポート「こっころ」は各家庭に１枚の交付
となります。
※上記の受付場所で手続きできます。
　

　　子ども未来課　℡ 23-３２２２

申
問

申
問

申問

健 庁
庁地

広報やすぎ　2016年４月22



山佐　　TEL３５－０１２９交

求
職
者
を
対
象
と
し
た
職
業
訓

練
「
６
月
期
受
講
生
」
の
募
集

　
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
島
根

℡
０
８
５
２-

31-

２
３
０
９

　
求
職
者
（
主
に
雇
用
保
険
を

受
給
さ
れ
て
い
る
人
）
を
対
象

に
、
地
域
企
業
の
人
材
ニ
ー
ズ

に
即
し
た
専
門
的
技
能
・
知
識

を
習
得
す
る
た
め
の
職
業
訓
練

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

就
職
に
必
要
な
実
践
的
技

能
・
知
識
な
ど
基
礎
か
ら
応
用

ま
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

募
集　

▽
実
践
機
械
加
工
科

（
若
年
コ
ー
ス
）　
▽
電
気
設
備

技
術
科　
▽
ビ
ル
管
理
技
術
科

訓
練
期
間　
６
月
２
日
㈭
～
11

月
28
日
㈪

場
所　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
島

根
（
松
江
市
東
朝
日
町
）

募
集
期
間　
４
月
１
日
㈮
～
５

月
10
日
㈫

●
説
明
会
・
見
学
会

日
時　
４
月
７
日
㈭
・
21
日
㈭
・

５
月
９
日
㈪

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

　
　
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー

℡
０
１
２
０-

１
１
４-

２
３
４

（
平
日
12
時
30
分
～
15
時
30
分
）

日
時
・
場
所　
４
月
16
日
㈯
13

時
～
17
時
、
島
根
県
司
法
書
士

会
館
（
松
江
市
南
田
町
）

内
容　
相
続
、
遺
言
、
不
動
産

の
売
買
な
ど
登
記
に
関
す
る
こ

と
、
借
金
、
悪
質
商
法
、
裁
判
、

調
停
、
成
年
後
見
等
高
齢
者
の

財
産
管
理
な
ど
。

そ
の
他　
▽
予
約
優
先　
▽
司

法
書
士
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

平
日
の
12
時
30
分
～
15
時
30
分

ま
で
電
話
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。

心
の
健
康
相
談
（
無
料
・
要
予

約
）

　
　
松
江
保
健
所

℡
０
８
５
２-

23-

１
３
１
６

　
・
福
祉
課
℡
23-

３
２
１
６

　
精
神
科
の
医
師
や
保
健
師
が

心
の
病
気
や
悩
み
、
ア
ル
コ
ー

ル
問
題
、
も
の
忘
れ
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
・
場
所　
４
月
７
日
㈭
・

13
日
㈬
・
26
日
㈫
13
時
30
分
～

15
時
30
分
、
松
江
保
健
所

※
前
日
ま
で
に
要
予
約

各
種
定
期
相
談
は
市
民
カ
レ

ン
ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

　
相
談
時
間
・
お
問
い
合
わ
せ

先
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

生
活
相
談

▽
９
時
～
16
時　
▽
社
会
福
祉

協
議
会
℡
23-

１
８
５
５

消
費
者
問
題
弁
護
士
相
談

▽
９
時
～
12
時　
▽
市
民
相
談

室
℡
23-

３
０
６
８　

行
政
相
談
所　

▽
安
来
・
広
瀬
・
伯
太
会
場
…

９
時
～
12
時　
▽
市
民
相
談
室

℡
23-

３
０
６
８

特
設
人
権
相
談
所

▽
９
時
30
分
～
12
時　
▽
人
権

安
来
節
演
芸
館
開
館
10
周
年
記

念
イ
ベ
ン
ト
（
入
場
無
料
）

　
　
安
来
節
演
芸
館

　
　
℡
28-

９
５
０
０

期
日　
４
月
24
日
㈰

時
間　
▽
第
一
回
…
11
時
～

（
開
場
10
時
30
分
～
）
▽
第
二

回
…
15
時
～
（
開
場
14
時
30
分

～
）
※
各
回
と
も
約
二
時
間

場
所　
安
来
節
演
芸
館

演
目　
安
来
節
・
石
見
神
楽
・

津
軽
三
味
線

出
演
団
体　
安
来
節
保
存
会
・

谷
住
郷
神
楽
社
中
（
石
見
神

楽
）・
金
澤
栄
社
中
（
三
味
線
）・

上
遠
野
衛
（
尺
八
）

そ
の
他　
▽
鑑
賞
は
無
料
で
す

が
入
場
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
で

施
策
推
進
課
℡
23-

３
０
９
５

し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
出
張
相
談
会

（
要
予
約
）

▽
13
時
～
16
時　

▽
予
約
・

サ
ポ
ス
テ
松
江
℡
０
８
５
２

-

33-

７
７
１
０

縁
結
び
相
談｢

は
ぴ
こ
交
流
サ

ロ
ン｣

▽
10
時
～
12
時　
▽
定
住
企
画

課
℡
23-

３
０
５
９

相　

談

イ
ベ
ン
ト

申
問

申
問

申
問

申
問

す
。
安
来
節
演

芸
館
に
て
お
配

り
し
ま
す
。（
先

着
順
）

▽
当
日
は
整
理

券
を
配
布
し
ま

す
。

問
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あ

エッサくんと行く

広
報

や
す

ぎ
　

平
成

2
８

年
４

月
号

昔さ ぽん
むかし

古紙配合率70％再生紙を使用しています

やすぎ再発見

比
ひ

田
だ

の縄
な わ

久
く

利
り

さん

　昔
むかし

、岩
いわ

長
なが

姫
ひめ

と木
この

花
はな

咲
さく

耶
や

姫
ひめ

という仲
なか

のよい姉
し

妹
まい

の神
かみ

様
さま

が

いました。姉
あね

の岩
いわ

長
なが

姫
ひめ

は目
め

が見
み

えなかったので、いつも

妹
いもうと

の木
この

花
はな

咲
さく

耶
や

姫
ひめ

が姉
あね

の手
て

を引
ひ

いて一
いっ

緒
しょ

に歩
ある

いていまし

た。

　ある日
ひ

、姉
し

妹
まい

が東
ひがし

比
ひ

田
だ

の飯
いい

盛
もり

山
やま

を通
とお

りかかると、東
ひがし

の

方
ほう

に雪
ゆき

に覆
おお

われた大
だい

山
せん

が見
み

えました。そこで妹
いもうと

は「姉
ねえ

さ

ん、向
む

こうにとてもきれいな山
やま

が見
み

えるわ。私
わたし

はここか

ら縄
なわ

をひいてその山
やま

に行
い

ってみます。もし何
なに

かあったら、

この縄
なわ

で連
れん

絡
らく

し合
あ

いましょう」と言
い

って、姉
あね

に縄
なわ

の端
はし

を

持
も

たせ、妹
いもうと

は大
だい

山
せん

に向
む

かって出
しゅっ

発
ぱつ

しました。

　しばらくの間
あいだ

、姉
あね

の岩
いわ

長
なが

姫
ひめ

は飯
いい

盛
もり

山
やま

で妹
いもうと

と連
れん

絡
らく

を取
と

り合
あ

っていまし

た。ところがある時
とき

から

妹
いもうと

と連
れん

絡
らく

が取
と

れなくなっ

てしまいました。いよい

よ不
ふ

思
し

議
ぎ

に思
おも

った岩
いわ

長
なが

姫
ひめ

は、ある日
ひ

、手
て

に持
も

った

縄
なわ

に力
ちから

を込
こ

めて引
ひ

いてみ

ると、簡
かん

単
たん

に引
ひ

けるので、

縄
なわ

を交
こう

互
ご

につかみ、手
て

元
もと

に手
た

繰
ぐ

り寄
よ

せました。すると、

縄
なわ

は途
と

中
ちゅう

で切
き

れていて、妹
いもうと

の姿
すがた

はどこにもなかったので

す。岩
いわ

長
なが

姫
ひめ

は、大
だい

山
せん

に行
い

った妹
いもうと

を思
おも

い、大
だい

山
せん

を望
のぞ

むよう

にして飯
いい

盛
もり

山
やま

にお宮
みや

を建
た

てました。このお宮
みや

は縄
なわ

を手
た

繰
ぐ

り寄
よ

せた岩
いわ

長
なが

姫
ひめ

のお話
はな

しから縄
なわ

久
く

利
り

神
じん

社
じゃ

と呼
よ

ばれ、牛
うし

や

馬
うま

を守
まも

る神
かみ

様
さま

として、今
いま

も多
おお

くの人
ひと

に信
しん

仰
こう

されています。

縄久利神社本宮（広瀬町東比田）

　東比田の縄久利神社里宮から飯盛山（地元では弥
み

仙
せん

山
さん

とも呼ば
れる）の急峻な山道を登ると、標高600㍍の頂上付近に岩長姫を
まつる奥宮があります。頂上周辺には「菊水の岩」「乳岩」「こも
り岩」「赤子岩」など言い伝えのある巨石が多く鎮座し、天気のよ
い日には東方に大山、西方に三瓶山の景色が広がります。
　古くから牛馬の守護神として知られ、中国地方
一円の畜産農家から厚い信仰を集め、五穀豊穣を
祈って参拝されます。毎年４月24日の春例祭には
珍しい傘鉾の古伝神事が盛大に執り行われ、市内
外から多くの人でにぎわいます。

エッサ

四コママンガ

▲飯盛山の頂上にある縄久利神社本宮。


